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(筑後一普通作物）

課題名

８高温条件下における機械移植水稲の生産力向上技術確立

筑後平坦地における中晩生水稲の籾生産効率向上

分類 ②

試験研

究年次
６２～１年（完了）

Ｉ目的

筑後重粘土地帯は水稲の収量水準が県内で最も高い地域であるが、近年は収量の停滞や年次変動が

大きい。このため収量水準が600ｋｇ台における籾生産効率向上を図るため、栽培技術面での改善方向

を検討し、高位安定生産技術を確立するための資料を得る。

Ⅱ試験方法

１試験実施場所福岡県農業総合試験掲筑後分場

２供試品種ニシホマレ、ツクシホマレ、チクゴニシキ、南海97号、西海186号、西海183号

３苗の種類と１箱当たり播種量及び移植時の苗形質Ⅱ．

苗の種類１箱当たり播種量苗長苗齢乾物重

稚苗180910.3～15.9cｍ 2.2～2.8Ｌ11.9～16.3

うす播苗140910.3～14.7cｍ 2.3～2.8Ｌ12.0～17.3
ｇ
ｇ
Ⅲ
凧

ﾎｯﾄ成苗３３～37923.5～32.8cｍ 4.9～5.7Ｌ72.1～54.1mｇ

４移植時期６月16日～６月19日

５栽植密度標準･…19.2～22.8株／㎡、疎植･…15.2～17.5株／㎡

６施肥法(N成分kg/10a）

標準･…7.0＋3.5＋2.5(基肥十穂肥Ｉ＋穂肥Ⅱ）

深層追肥･…5.0＋4.1～4.8(基肥十出穂前28～38日）深層追肥はIB化成４号を

深さ約10cmの位置に隔条に施用

７試験の規模ｌ区20㎡～28㎡、２反復

Ⅲ主要成果の概要

１ 品種の効果．

供試した品種系統の中では、穎花数の砿保は穂重型の西海183号が最も容易で、次に穂数型のﾂｸｼﾎﾏ

しが容易であるが、偏穂重型及び中間型品種（ﾆｼﾎﾏﾚ、ﾁｸｺ゙ ・ﾆｼｷ、南海97号）の穎花数レベルは低い．

２栽培管理面での効果

深層追肥は、肥よく地での穎花数効果が高く籾生産効率の高い栽培法であるが、肥よく度が低い条

件では穎花数効果はわずかで、登熟効果は低下する。一方、疎植栽培は生育中期における葉色低下が

少なく頴花数の硫保が容易で単収の安定化を図るうえで有効な栽培法である（データ省略）。なお、

地下水位が低い現地試験の成苗疎植栽培では764ｋｇの多収が得られており地下部の環境条件(透水性）

と栽培管理面での効果が大きく影響しているものと考えられる。

３土づくりの効果を含めた今後の改善方向

稲わらや堆厩肥の連用による地力増強と深耕によって籾生産効率と単収の向上が可能であるが、さ

らに地下水位の調節と透水性を付与することにより、収童の飛趨的向上が期待できる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第１図中・晩生水稲における㎡当たり穎花数と収量との関係(62～1年）

第１表深層追肥による品種別籾生産効率と収量(深層追肥／表層追肥％６２～1年）

注）①試験年次が品種間で異なるため、穎花数生産気象効果で補正した穎花数を用いた。

②表中の数字は指数で示した。なお、（）内は深層追肥区の実数を示す。

③ﾂｸｼﾎﾏﾚは肥よく度が低い現地ほ場、その他は肥よく度が高い掲内ほ場。

第２表成苗疎植栽培による多収事例（62年ﾂｸｼﾎﾏﾚ）

苗質植付本数穂数１穂穎花数㎡当たり穎花数登熟歩合千粒重収量

本／㎡本／㎡Ｘ100％ｇｋｇ/10ａ

３０４２０８５．０２３．５７６４成苗_______________________“ｇ9-__________377__________________________－

稚苗(参）１００４１８７２．４２９０９３．０２４．５６３０

注)成苗は現地ほ場(地下水位：50～100cm)、稚苗は掲内ほ場(地下水位：30～40cm)。

第３表有機物施用と耕起深度改善による増収効果(ﾆｼﾎﾏﾚ６１，６２年平均）

試験区頴花数効果同左比収量同左比注)①改善区は稲わら(900kg/10a)または堆厩肥

×10~３ ％ｋg/10ａ％（2t/10a)の連年施用と耕起深度を10cmから1５

標準区３７８１００６１３１００ｃmに改善した。②頴花数効果は棟方らの式

改善区３９０１０３６６７１０９Ｙ１/(Y1+50000)を用いた。

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

ユ北部九州平坦地域の強稗・中晩生品種において、栽培法の改善並びに品種選定を行う場合の基

礎資料として利用できる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

１地下部の環境条件改善による試験を継続検討する。

Ⅶ資料名

１昭和62～平成元年度福岡県農業総合試験場筑後分掲普通作物研究室水田作試験成績書


